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Ⅰ は じ め に

北海道石狩川水系はカワヤツメが遡上する河川と

して知られている。脂肪分やビタミンを豊富に含む

カワヤツメは，健康食品や医薬品として利用される

など，漁業の対象とされてきた。また，「どう」と呼

ばれるワナを用いた独特な漁法は石狩川の風物詩と

して人々に親しまれてきた。しかし近年，漁獲量が

激減（図１）し，北海道江別市では1990年より行わ

れていたヤツメ祭りが2002年に中止に追い込まれ

るなど，カワヤツメ漁やカワヤツメに関わる地域文

化の存続が危ぶまれてきている。緊急に資源減少の

原因を探り，漁の存続，種の保全対策が進められる

必要があり，北海道石狩支庁と空知支庁により2004

年度から2006年度にかけて石狩川ヤツメ文化保全

再生事業 が実施された。

本報告では，前記事業の中で筆者たちが担当した

石狩川水系におけるカワヤツメ捕獲状況の現地確認

調査とカワヤツメの生息保全にむけた普及啓発資料

（副読本）の作成について紹介する。

副読本の作成にあたっては，北海道漁業振興社か

ら委託を受けて実施した捕獲状況に関する現地確認

調査及び石狩川ヤツメ文化保全再生事業 （北海道）

の中で蓄積された知見をもとにまとめた。

Ⅱ カワヤツメに関する現地状況調査

１ 調査地とカワヤツメの概要

１）調査地

石狩川（図２）は，北海道の屋根大雪山系・石狩

岳（標高1,967m）に源を発し，大小70余りの支流

を合わせて日本海に注ぐ大河川であり，その幹川流

路延長268kmは我が国第３位，また，流域面積は我

が国第２位の14,330km に及び，本道総面積の６

分の１にあたる。流域には上川，空知，石狩支庁管

内に札幌市，旭川市をはじめ48市町村が連なり，北

海道の政治，経済，産業，文化の中枢を担っている。

このうち調査対象地は，空知支庁管内で採捕許可の

申請がされている本・支河川である。

明治期以前から石狩川ではサケ漁が盛んであり，

当初は年間100万尾前後の漁獲を続けていた。しか

し，明治17～18年頃から次第に減少し，明治37～38

年になると10万尾台まで低下した。現在，石狩川に

おいて漁獲の対象となっているのはカワヤツメ，ワ

カサギ，ウグイなどである。
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図1 石狩川水系カワヤツメ漁獲量（道立水産孵化場)
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２）カワヤツメについて

⑴ 分布・形態

カワヤツメ Lethenteron japonicumはヤツメウナ

ギ科ヤツメウナギ属に属し，ヤツメまたはヤツメウ

ナギと呼ばれ，北海道と茨城県・島根県以北の本州

に分布する。

脊椎動物の中でも最も原始的な仲間 で，口は吸

盤状であごを持たない（写真２）。目の後ろに一列に

並ぶ７個のえら穴を眼に見立てて，本当の眼と合計

してヤツメ（八眼）と呼ばれる（写真１）。胸鰭も腹

鰭もない。幼生は盲目で，口は吸盤状ではなく，え

ら穴もはっきりとは見えず，アンモシーテス（写真

３）と呼ばれる。

ヤツメウナギ類には，カワヤツメのほかスナヤツ

メとシベリアヤツメの３種が代表的であるが，カワ

ヤツメよりも大型なミツバヤツメの確認もされてお

り，日本には４種の生息が確認されている。漁業資

源とされている種はカワヤツメである 。

⑵ 生活史

カワヤツメは春先５～６月に遡上する群と秋口の

９～11月に遡上する群があり，産卵は雪解けがおさ

まる５月下旬～６月下旬に行われる。産卵後２週間

前後で孵化する。幼生は，河川中流の淵や下流のや

わらかい泥の中にもぐって生活し，泥中の有機物や

けい藻類を食べる 。北海道では夏の終わりから秋

にかけて若魚へと変態し，眼も現れ銀色の体になる。

その冬を川で越してから雪解けとともに海中生活に

入る。海中生活での生活史は不明な点が多いが，他

魚の体液を吸って成長しているといわれている。そ

して，海中生活を送り親魚となって，産卵のために

河川へ遡上する。

２ 調査方法

１）聞き取り調査

⑴ アンケート調査対象市町村

聞き取り調査対象は空知支庁管内15市町村（図

３）の石狩川水系地域において，2000年度と2004年

度に採捕許可を得てカワヤツメを採捕している地域

住民（以下，採捕者）とし，自宅に訪問し聞き取り

によるアンケート調査を実施した。
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図2 石狩川流域

写真1 カワヤツメ成魚

写真2 カワヤツメ成魚口器

写真3 カワヤツメの幼体（アンモシーテス)
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⑵ 調査対象地域の採捕許可申請河川

空知支庁管内15市町村において許可申請されて

いる河川区域は下記の通りである。聞き取り調査及

び現地確認調査は，許可申請されている河川区域を

対象とした。

長 沼 町：長沼行政区域における長沼土地改良

区，南長沼土地改良区，長沼町・北

海道が所有している用排水路及び河

川（嶮淵川，山根川，富志戸川，長

沼炭山川を除く）区域

岩見沢市：岩見沢市行政区域における幌向川と

幾春別川の区域。幌向川については，

利根別川合流点から上幌橋（上志分

町）までの区域。幾春別川について

は，狩野橋（元町）から下流の区域

北 村：北村行政区における３区波止場線地

先から月形大橋に至る石狩川及び東

９号線地先から上流の幾春別川

美 唄 市：美唄市区域内の石狩川本流及び美唄

川の開明橋までと産化美唄川５号線

橋までの区域

月 形 町：浦臼町界を起点に下流新篠津村界ま

での石狩川本流

奈井江町：奈井江町区域の石狩川及び月見下流

の奈井江川

砂 川 市：砂川市行政区域における空知川の新

空知大橋から国道12号線にいたる

区域と，空知川の砂川市と赤平市，

滝川市の境界地点より下流1,000m

の区域並びに砂川市行政区域におけ

る北光袋地沼の区域

赤 平 市：赤平市住吉堰堤を起点として赤平市

行政区域の空知川本流

芦 別 市：芦別市行政区域内の空知川

滝 川 市：赤平市住吉堰堤を起点として赤平市

行政区域の空知川本流，滝川市行政

区域における石狩川江竜から中島橋

までの間 砂川市行政区域における

石狩川・空知川及び旧石狩川

妹背牛町：妹背牛町行政区域の石狩川本流及び

雨竜川並びに大鳳川の区域

雨 竜 町：雨竜町行政区域における，万力橋か

ら下流の雨竜川合流点までの恵岱別

川，恵岱別川合流点から下流の尾白

利加川合流点までの雨竜川，石狩川

雨竜頭首工から下流の石狩川合流点

までの尾白利加川の各本流区域及び

旧河川並びに湖沼の区域

秩父別町：秩父別行政区域の石狩川本流及び雨

竜川並びに大鳳川，恵岱別川の区域

深 川 市：石狩川納内橋下流から妹背牛橋上流

までの深川区域

沼 田 町：沼田町行政区域における雨竜川本流

の区域

⑶ アンケート質問内容

アンケート内容は，近年と過去の漁獲実施状況，

近年と過去の漁獲量，近年と過去の採捕地点，漁法，

採捕時期，利用方法，資源の増減について，資源減

少の原因，資源回復に向けての保全対策等とし，下

記アンケート様式により，聞き取り調査を行った。

石狩川水系のカワヤツメ

図3 アンケート対象市町村（2004年)
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２）現地確認調査

聞き取りによるアンケート調査から得た情報に基

づき，採捕場所，産卵場所の位置等について現地確

認調査を行った 。

３．調査結果

１）聞き取りによるアンケート調査

⑴ 聞き取り件数

2004年９月から2005年10月期間，空知支庁管内

15市町村にて，2000年度と2004年度の許可申請者

136名の内，74名に聞き取り調査を実施した（表１）。

62名については留守等，様々な理由により聞き取り

出来なかった。

⑵ 採捕者の年齢等

年齢は，30代から80代まで幅広い。中でも60代

が一番多く，39％を占める。30代から50代が占める

割合は低く，採捕者の高齢化が目立つ。性別は男性

が多く，また，数値化はできなかったが農業や自営

業の方が多いように思われた（図４）。

アンケート様式

表1 聞き取り実績件数

市町村名 採捕許可申請者数 聞き取り調査件数

秩父別町 36 11

長 沼 町 24 14

沼 田 町 21 15

妹背牛町 18 8

岩見沢市 8 6

深 川 市 7 3

雨 竜 町 6 5

砂 川 市 6 5

奈井江町 3 1

滝 川 市 2 1

赤 平 市 1 1

芦 別 市 1 1

北 村 1 1

月 形 町 1 1

美 唄 市 1 1

合 計 136 74

186 村 野 紀 雄・他
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⑶ 捕獲実績

最近数年間でカワヤツメを捕獲したが26％，捕れ

なかったが61％，漁に出たが捕れなかったが13％と

いう結果になった（図５）。カワヤツメが捕れなかっ

た人には，ドジョウ漁を中心に行っている人が多

かった。

⑷ 捕獲場所

堰堤や橋の下が主たる捕獲場所になっており，ま

た，過去と比べ近年，堰堤下部で採捕している人が

増加している。カワヤツメが堰堤下部の落差で溯上

できないことを利用している（図６～７）。

⑸ 漁法および採捕期間について

最も多く使われていた漁法は，金網どうであり，

ついでタモ網，手づかみ，ひっかけ，やすの順であっ

た。石狩川下流域（石狩支庁管内）では茅どうおよ

び金網ドウを使用し・ (写真４），上流域（空知支

庁管内）では，金網どうあるいは手づかみなどの漁

法が行われていた。ひっかけ・やすといった道具は

水深の深い地点で使用され，水深が浅い地点では，

河川を歩行し手づかみで行われる。手づかみの場合

は産卵行動しているものを捕るということであった

（表２）。採捕期間は，カワヤツメが遡上する５～６

月，９～10月に行われるということであった。

⑹ カワヤツメの利用方法について

多くは自家用，贈答用に利用されており，家庭で

蒲焼や佃煮に調理し食べられるということであっ

た。カワヤツメが健康食品・薬品材料として有名だ

が，聞き取りの範囲では近年，販売用にするという

回答は少なかった。過去には出荷する割合が多かっ

た。（図8,9）。

図4 採捕者の年代

図6 近年の採捕場所

図7 過去の採捕場所

写真4 茅どう（左）と金網どう（右)

表2 各漁法地点の平均水深 （単位：cm)

漁 法 ど う タモ網 手づかみ ひっかけ･やす

水 深 64 84 43 135

図5 カワヤツメの捕獲実績

187石狩川水系のカワヤツメ



印字データ名：ＭＵＲＯＮ－０２ 作成日時：08.04.17 22:09 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)
台割名 ：ＳＩＺＫＩ３２－２ 更新日時：08.04.11 15:14 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)

⑺ カワヤツメ資源の減少について

大半の採捕者がカワヤツメは減少していると認識

していた（図10）。

⑻ 減少の原因について

減った原因については，河川改修のせいであると

の見方が最も多かった。次いで耕地からの除草剤等

の農薬の流入が多く，乱獲が原因だとする見方は比

較的少なかった。（図11）。

⑼ カワヤツメ資源の回復について

カワヤツメ資源を回復するためには，河川形態を

昔に戻すべきだという意見が多かった。しかし，一

方で，河川を昔の状態に復元する上での問題点とし

て，水害が怖い，河川を昔の状態に復元することは

難しいという意見があった。その他，カワヤツメが

上れるような魚道を設けるべきだ，生態を明らかに

する，禁漁にすべきだ，農薬使用をやめる，産卵場

所を特定し保護する，回復させる方法はないという

意見もあった（図12）。

⑽ 採捕場所及び産卵場所

カワヤツメの捕獲場所は頭首工や水門などの構造

物直下などに，産卵場がいくつかの支流にあり，聴

き取り情報では次の17地点が特定された。

（図13）

１：沼田第一頭首工 ２：滝の上頭首工 ３：沼田

第二頭首工（沼田大橋) ４：達布橋 ５：沼田排水

機上周辺 ６：幌新太刀別川・雨竜川合流点 ７：

八丁目頭首工 ８：北竜橋９：雨竜川・恵岱別川合

流点 10：恵岱別橋 11：深川大橋 12：尾白利加

川 13：豊沼奈井江合流点14：奈井江排水機場

15：奈井江川・石狩川合流点 16：石狩頭首工

17：幾春別川（中の橋）

図11 減った原因への認識
図8 カワヤツメの利用方法（近年)

図9 カワヤツメの利用方法（過去)

図10 減少への認識

図12 資源回復への認識
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２）現地確認調査

⑴ 奈井江川におけるカワヤツメ生息状況

聞き取り調査で特定された採捕場所のうちから採

捕者の協力が得られた石狩川支流奈井江川（図14）

において，農業用水門（高島揚水門）下流，上流で

どう設置による成魚の捕獲，電気ショッカーなどに

よるアンモシーテスの捕獲調査（図15）を実施した。

奈井江川は，美唄山（美唄市有林）を源流部とし，

道有林内を通過し石狩川へ合流する流路延長23.6

km，流域面積62.9km の河川である。上流域では

渓谷を形成しているが，下流域の低平地は水田及び

畑地等の広大な農業地帯となっている。

採捕場所である高島揚水門直下部は奈井江川の石

狩川合流点からおよそ0.8km地点にある。農業用

利水のため５～10月の間，水門は閉じられ，その間，

流水に大きな段差を生じさせている（写真６）。

ア 高島揚水門下流部

ア 遡上魚の確認

奈井江川で許可を受けている採捕者は３名である

が，実際に捕獲している人は１名（北村義行氏）で，

この高島揚水門の下でどうをかけている。川の流れ

と，落差によりカワヤツメが遡上出来ず落ちること

を利用し，漁を行っている（写真７～８）。

北村義行人氏のこれまでの捕獲実績は次の通り

で，1985年に650kgものカワヤツメを捕獲してい

るが，年を追って漁獲量が減少

し，2001年以来激減している

（図15）。

2005年６月 16～22日の期

間，北村義行氏の捕獲作業に同

行したが，この間は漁獲がな

かった。しかし，北村義行氏は

その前の５月中には28.5kg

（図16）を捕獲していることか

ら，この年の春季の遡上は奈井

江川では早めに行われたように

図13 捕獲・産卵場聞き取り地点

図14 奈井江川

写真5 奈井江川下流部と調査地点

St1：高島揚水門 St2：魚道

写真6 St1：高島揚水門

水門の高さ約３m，横幅約40m。
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思われる。

翌年の，2006年５月18日～12月22日に同地点に

独自にドウを設置したが，捕獲はなかった。北村氏

などからの情報によるとこの年はほかの河川でも遡

上が遅れたり，捕獲がなかったりしているとのこと

であった。

なお，北村氏は12月の末に少量であるが，本地点

で捕獲しているので，奈井江川での遡上は例年より

大幅に遅れたものと思われる。

ちなみに栽培公社等からの情報でも遡上の情報は

少なく，筆者らの10月中の観察行でも石狩川本流の

月形頭首工下を観察に行って，カワヤツメの遡上は

確認されなかったが，11月９日には他の人により数

百尾が捕獲されているのを目撃したことから。この

年の遡上は11月以降に行われたものと思われる。

イ 幼体（アンモシーテス）の確認

2006年６月３日～５日（５日は北海道立水産孵化

場に同行）に，高島揚水門直下で５尾，下流の石狩

川との合流地で１尾のカワヤツメのアンモシーテス

を捕獲確認した。（写真９，10，表３）

写真7 どう設置場所

写真8 設置したどう

図16 2005年５月の高島揚水門下採捕量推移

(北村義行氏からの聞き取りデータによる)

図15 高島揚水門下採捕量推移

(北村義行氏からの聞き取りデータによる)

写真9 幼生捕獲調査地点
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ウ 産卵床

2006年６月３日～５日（５日は北海道立水産孵化

場に同行）に実施した現地踏査では高島揚水門下流

で産卵床は確認することはできなかった。

イ 高島揚水門上流部

ア 遡上魚の確認

高島揚水門の上流約1.5kmのところに堰堤があ

り，魚道が設置されている。その魚道内に，どうを

設置（2005年６月16～22日及び2006年５月18日

～12月22日）したが，カワヤツメは一尾も捕獲でき

なかった。

しかし，2006年５月18日に降海はしない別種の

シベリアヤツメ成魚１尾を捕獲した（写真10）。

イ 幼体（アンモシーテス）の確認

2006年６月３日～５日（５日は北海道立水産孵化

場に同行）に現地踏査で高島揚水門上流の吾妻橋付

近で５尾，ライマン橋付近で９尾アンモシーテスを

捕獲した（写真９，表３）。

ウ 産卵床の確認

2006年６月３日～５日（５日は北海道立水産孵化

場に同行）に実施した現地踏査では高島揚水門上流

で産卵床は確認することはできなかったが，カワヤ

ツメの産卵に適すると思われる河川環境の存在が確

認された（写真11）。

表3 幼体捕獲地点の環境と捕獲数（ただし④は成魚)

調 査 地 点 河 川 環 境 捕獲幼生固体数

①石狩川合流点付近
河床は完全に泥。川幅は広く，水深は急に深くなる。

水位の変化が激しい。
１

②高島揚水門下流
瀬や淵があり水深も様々で変化に富む河川環境。河床，川岸は泥。流心部は小

石や砂利。河畔林。排水口付近などで幼生生息。
５

③吾妻橋下流

橋下流は河床や両岸が護岸されている部分が多い。

直線的な流れで水深も変化が少ない。橋の下は陸の方まで砂。

橋の上流と下流５mに泥が堆積し幼生が生息。

５

④魚道付き堰堤付近
堰堤のすぐ下は流れがなく浅い。魚道入り口付近の流れの速い瀬のあたりで成

魚１尾を捕獲。
１

⑤ライマン橋付近 両側河畔林。下水樋管付近の泥で幼生が５匹。 ９

写真10 シベリアヤツメ成魚

写真11 産卵床になりうる地点
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⑵ 高島揚水門の現地確認

高島揚水門は，水田などの流水利用のために1973

年に設けられた水門で，毎年５月から８月下旬まで

閉じられ，その間流水に大きな段差を生じさせ，魚類

の上流への遡上を完全に阻止している。この期間は

ちょうど春のカワヤツメの遡上・産卵時期と重なる。

秋には，この水門は開かれる（水門が下流方向に

倒伏する。）が，水門の厚さの分60cmの段差が残さ

れ，秋以降の遡上も阻止している（図17・18，写真

13・14）。

⑶ 尾白利加川産卵場所確認調査

ア 調査地点

尾白利加川は，暑寒山麓を水源とし新十津川

町と雨竜町の境界を流れる流路延長41.2km，流面

積157.3km の河川である。2005年６月22日，尾白

利加橋より上流0.5km地点で産卵床を確認し，翌

日23日コドラート調査を行った（図19・20）。

写真12 ライマン橋付近の流れ及び河床

写真13 全閉時（５月～８月下旬)

図17 全閉時の水門構造（５月～８月下旬)

図18 全開時の水門構造（９月～４月下旬)

写真14 全開時（９月～４月下旬)

図19 産卵床の確認地（2005/6/22)
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イ 産卵床の位置

コドラート16m（川幅)×10m160mにおいて産

卵床を11ヶ所確認した。それらは70cmより深い地

点では見られず，水深70cm以下の地点右岸から

8.4m～14.1m地点に集中してみられた（図20・21，

表４）。

ウ 産卵床の形状

産卵床①（図20）は水深62cmの位置にあり，規

模は横30cm，縦45cmであった。産卵床は10cm

～20cmのレキと細かな石や砂で構成されていた

（写真17・18，表４）。

写真15 産卵床の調査地点（2005/6/22）

川幅は20m前後で続き，ヤナギ類の河畔林

が形成されている。

写真16 コドラート設定

図20 産卵の位置（１メモリ：１m)

表4 産卵床の規模（単位：cm）上流を上として縦横を

測定。平均横18cm，縦29cm。

産卵床規模

番 号 横 縦

① 20 32

② 15 32

③ 27 35

④ 14 18

⑤ 20 24

⑥ 20 20

⑦ 12 39

⑧ 20 35

⑨ 16 21

⑩ 30 45

13 20

図21 産卵床の分布

写真17 産卵床（尾白利加川2005/6/23)

上
流
側

下
流
側
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Ⅲ 副読本の作成（副読本添付)

１ 作成方針

現地調査及び石狩川ヤツメ文化保全再生事業を通

して得られたカワヤツメの生態，河川環境，人との

かかわりに関する情報を広く共有化し，カワヤツメ

生態・文化保全について子どもから大人までがやさ

しく学び，親しめるものとする。

２ 掲載項目内容

掲載項目及び内容を次の通りとした。

１）体裁

A4版24Pとする

２）項目（内容）

① カワヤツメの一生

(カワヤツメの生態）

② カワヤツメがすむ川

(カワヤツメの生息環境）

③ カワヤツメと人々

(かかわりの歴史，文化）

④ カワヤツメ漁

(漁の歴史，漁法など），

⑤ カワヤツメの利用

(食用，薬用，イベントなど）

⑥ カワヤツメ資源の減少

(減少の要因，河川状況など）

⑦ カワヤツメの復活にむけて

(河川環境の改善，漁の調整など）

⑧ 解説（専門コーナー）

(最新の研究，調査成果など）

３ 作成結果 付録として添付

Ⅳ ま と め（考察)

１ 捕獲資源の状況について

聞き取り調査により，採捕者の大半が石狩川水系

におけるカワヤツメ資源は減少していると認識して

いる。数値的に実証するため，聞き取り調査より得

られた過去と近年の漁獲量の平均値を，市町村ごと

に過去の漁獲量を100％として近年の漁獲量と比較

した（図22）。深川市，岩見沢市については，漁を行っ

てはいるものの捕獲できない状況であった。いずれ

も激減の状況を示している。

２ 捕獲場所・産卵場所の状況について

聞き取り調査より17か所の産卵場所及び捕獲場

所の情報を得たが，それの多くは水門や堰堤周辺で

あった。石狩川の本支流河川の殆どに水門や堰堤な

どの河川構造物が設置されており，堰堤下部等で大

半の採捕者が漁を行っている。カワヤツメは，落差

工により遡上をさえぎられたところを，どうや手づ

かみで捕獲されている。また，落差工や頭首工など

が設置されている場合，カワヤツメは下流部に砂礫

が堆積している周辺で産卵していると考えられる。

産卵場所について現地確認を行った尾白利加川で

は，良好な産卵環境が確認されている・ ので，こ

れを保全すると共に他川においても綿密な現地確認

調査を実施して産卵場所を確保する必要がある。

３ 奈井江川の水門の状況について

現地確認調査により，高島揚水門は全開期で３

m，全閉期で60cmの落差を生じさせており，カワ

ヤツメの遡上を阻止していると認められた。

遡上復活のためには魚道の設置などが有効と思わ

れる。また，全閉期の落差を半分以下にすることが

できれば秋期の遡上を復活できると思われた。

水門の上流部にはまだ産卵床となりうるところが

残されているので遡上ができればカワヤツメの繁殖

が実現するものと考えられる。

４ 資源の回復について

聞き取り調査結果では，カワヤツメの減少の原因

は，河川改修を筆頭に農薬，乱獲等があげられてい

る。現地調査でも護岸，河床工事，頭首工，堰堤な

どカワヤツメの遡上や産卵，幼生の生息を阻害して

いる状況にあると思われた。資源回復のためには産

卵の出来る環境の回復や，産卵親魚の保護，カワヤ

ツメの利用できる魚道の設置，人工孵化技術の開発，

写真18 産卵床のカワヤツメメス個体（尾白利加川

2005/6/22）
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禁漁などがあげられている 。カワヤツメは今なお

未知の分野が多く，保全対策が遅れている種である

ことを強く認識させられた。カワヤツメの生態を明

らかにし，それに応じた保全対策の策定を急ぐ必要

があると考えられる。

５ 環境教育へ展開について

カワヤツメの減少とその原因に関する現地の採捕

者の意見は予想通りであったが，個々に資源回復に

向けての意見はもっていても，全面的な回復につい

ては悲観的な空気が感じられた。それは河川と防災，

農林業を中心とした地域構成の中でカワヤツメは失

われていくものとしてとらえられているように感じ

る。聞き取りの中では，カワヤツメを採捕許可のな

い地域の多くの人たちもシーズンの食料として捕獲

したり，あるいは捕獲がレクリエーションになって

いたことが伺われる。湧くようにカワヤツメがの

ぼってきて一晩で獲れたカワヤツメを風呂桶いっぱ

いに貯蔵した人もいる。採補のために工夫された

様々な仕掛け（どう）など，今なお大事にしまって

いる人もいる。カワヤツメは内水面漁業対象魚であ

るため資源として考えられがちであるが，カワヤツ

メの減少により石狩川水系の四季を彩るカワヤツメ

文化，水系の豊かな生物多様性が失われるという認

識が大切であると考えられる。そのため，生態及び

生活史，人間の関わりといった文化を広域な環境教

育に取り込り込んでいく必要がある。

６ 副読本の作成について

カワヤツメは地史的には太古の面影を，分布・生

態的には海と川にまたがる壮大な生活形を持ち，ま

た地域的には昔から食料や薬用などに利用されてき

た個性的な魚類である。しかし，現在の多くの人に

知られることなくその姿を減少させている。

そのような中で，今後，多くの人たちにその状況

を知らしめることは，カワヤツメの復活をはかるた

めに重要である。

カワヤツメの生態や環境，あるいは漁や利用の実

態も未解明のことがまだ多く，また河川改善，増殖，

放流技術など試行錯誤中であることをそのまま具体

的に取り上げ，カワヤツメ資源の保全，復活が地域

の自然，文化，社会から，地球環境に至る総合的な

問題としてとらえられるよう心がけた。

専門用語や説明をやさしくこなすことには失敗し

ているが，現時点における石狩川のカワヤツメに関

する最新の研究情報を含めて編纂されているので，

地域の生態，文化の学習などに役立てて頂きたいと

考えている。

図22 過去との漁獲比較
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なお，本読本（付録）は，石狩川カワヤツメ文化
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要 旨

近年における石狩川のカワヤツメの減少状況を現

地確認し，これまで北海道に蓄積された知見をもと

に石狩川のカワヤツメ保全に関する普及啓発教材

（副読本）を作成した。

Summary
 

In this paper,we confirmed the decrease of Japanese Lamprey Lethenteron japonicum in the Ishikari River
 

in recent years through field work and discuss the creation of teaching materials in the form of supplemental
 

guide book about Japanese Lamprey Lethenteron japonicum of the Ishikari River based on previously
 

accumulated knowledge.
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変態後のカワヤツメ

幼生（アンモシーテス）

カワヤツメ親魚



印字データ名：ＭＵＲＯＮ－０２ 作成日時：08.04.17 22:09 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)
台割名 ：ＳＩＺＫＩ３２－２ 更新日時：08.04.11 15:14 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)

216 村 野 紀 雄・他

17



印字データ名：ＭＵＲＯＮ－０２ 作成日時：08.04.17 22:09 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)
台割名 ：ＳＩＺＫＩ３２－２ 更新日時：08.04.11 15:14 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)

石狩川水系のカワヤツメ 217

 

18



印字データ名：ＭＵＲＯＮ－０２ 作成日時：08.04.17 22:09 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)
台割名 ：ＳＩＺＫＩ３２－２ 更新日時：08.04.11 15:14 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)

218 村 野 紀 雄・他

19

ドウ漁



印字データ名：ＭＵＲＯＮ－０２ 作成日時：08.04.17 22:09 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)
台割名 ：ＳＩＺＫＩ３２－２ 更新日時：08.04.11 15:14 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)

石狩川水系のカワヤツメ 219

 

20



印字データ名：ＭＵＲＯＮ－０２ 作成日時：08.04.17 22:09 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)
台割名 ：ＳＩＺＫＩ３２－２ 更新日時：08.04.11 15:14 コメント：酪農学園大学図書館 紀要32巻2号( 自然科学編)

220 村 野 紀 雄・他




